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気管支喘息児に お け る抗ネ コ お よ び抗イ ヌ IgE抗体

一 接触歴 ・ 臨床症状 との 関連性 に つ い て
一

国立 療養所中部病銃小児科

上 田 雅乃　　井 口 淑子

　国療中部病院に施設入院 中の 7　−17k の 喘 患児 を対象に イ ヌ と ネ コ を対比 させ なが ら，そ れ ぞ れ の 皮内

反 応，特異 的 IgE 抗体，接触歴 ， 臨床 症状 な ど に つ き検討 し次 の 結果 を得 た．

　1）皮内反応陽性率 は 166名中 ネ コ 毛，ネ コ 毛皮屑，イ ヌ 毛そ れ ぞ れ 17％ （28名 ）， 7 ％ （12名），13％
（22名）で あ り，1980年 を境 に ネ コ 毛皮屑 とネ ゴ毛 の 陽性率が逆転 し て い た ．

　2） イ ヌ の 方 が ネ コ よ η 約 2倍多 く飼 わ れ て い た に もか か わ ら ず，RAST 陽性 率は 92名中15名 （16％）
と ネ コ の 101名中57名 （5ア％）に くら べ て 低 か っ た．

　3）飼 い 猫 の い る も の 6名 中 5名 （83％）が RAST 陽性 で あ り，　 score も高 い 傾 向 に あ っ た が．イ ヌ で

は 19名中 5 名 （26％） と 抵 く， 必 ず し も score は 高 （な か っ t：，

　4）飼 い 猫 の い な い も の で も95名中50名 （53％）に IgE 抗体 をみ と め
， 飼 い 猫 以外 で の 感作が考え ら れ

た．

　5）ネ コ で は RAST 陽性群 5G名中31名 （62％〉に 何 ら か の 症状が 出現 し， 13名 （25％）に 喘鳴・発作を

み た が ，イ ヌ で は 喘鳴 ・発作 は 14名中 2名 （14％）と低 か っ た ．

　6）ネ コ や イ ヌ に よ る ア レ ル ギーは今後 ふ え る 可能性が あ り，抗原性 の 検索 が す す め ら れ，major 　al ・

lergen を 用 い て の 診断 が さ れ る べ き と考え る．
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は じ め に

　動物 の 毛や皮膚 に よ り誘 発され る 喘息 に は 毛筆製造

者
1｝215e ） 実験動物飼育者

31，’］
に み られ る 職業 性喘息 が 知

られ て お り，ウ マ 、モ ル モ ッ ト，ヤ ギ，ウ シ ， ウ サ ギ

な どが 抗原 に な る ，

　1865年，英国 の Hyde 　Salterが ネ コ 毛 に よ る過敏症

を最初 に 報告し て 以来，欧米で は ア レ ル ギ ー
に お け る

イ ヌ ．ネ コ を は じめ と す る 愛玩動物 （ペ
ッ ト） に つ 1、・

て の 報 告 が 多 く み ら れ る ，特 に ネ コ に つ い て は

Ohman 一
派 に よ り抗原 面 か らの 検索が さ れ て きた ．

わ が 国 で もベ ッ ト と し て は ネ コ よ り イ ヌ が 飼わ れ る こ

とが 多い に もか か わ らず，ネ コ に よ る過敏症
5）’．le ｝

の 報

告は み られ る が イ ヌ に よ る もの は ほ とん どな い ．

　 そ こ で わ れ わ れ は 国立 療 養所中部病 院 に 施設 入院中
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Abbreviation5： HD 　 hoロ記 dust； Ig　 i  丗 n 。

−

globuhn ；　 P．K ．　 Prausnitz−Ktistner｝　 RAST
radioalle τgoso τbent　互est ；　RIA 　　radioimmuno ・

assav

の 気管支喘息児 に つ い て ，イ ヌ と ネ コ を対 比 させ な が

らそれぞれ の 皮内反応，特異的 王gE 抗体保有率，接触

歴，臨床症状な ど を検討 し た ．

対象 お よ び 方法

　対象 は 7 歳
一17歳 で，小児 ア レ ル ギ ー

研究班 に よ る 入

院 時 の 重症度は 中等症な い し は 重症 で あ っ た ．

　皮 内反応 は ト リ イ の ア レ ル ゲ ア エ キ ス O．02ml を皮

内注射 15分後 に 判定 し，発赤径 2  mm 以上 ま た は 膨疹

径9mm 以 上 を も っ て 陽性 と し た．

　特 異 的 lgE抗 体 は Phadebas　 RAST 　 Ritに よ る

radioi   unGassay （RIA ）に て 齪 し，就 ore 　2以上

を陽性 と した ，

　接触歴 お よ び接触 に よ る臨床症状に つ い て は 家族 に

対す る質問用紙 に て 調査 した ．
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Table　 l　Questionna孟re　form

　 　 　 　 　 　 　 　 ペ ノト調査票

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 氏名

1．犬 や 猿 との 接触 の 機 会に つ い て 該 当す る もの が あれ ば

　 ○で 囲ん で 下 さ い ．
　 飼 犬 （戸外．室 内：｝　 飼 猫

　 現 在 も飼 っ て い る．t二　t： 年 前 迄 飼 っ て い た ，

　 野 良 犬 親 鐵 に 犬 　近 隣 に 犬 世 話をす る，

　 野艮 猫　瓢 に 猫　近隣に 猫　童 話 しな い ，
Il．次の 症状 が 出 た こ とがあ りますか 　犬 に よ る もの に は

　 ○，猫 に よ る もの に 轄 × を つ け て 下 さい ．
　 目が か 中 い ．目が 赤 く なる ．涙が 出 る ．白眼が ふ くれ

　 る，皮 膚 に ボ ρ ポ Ptや 赤 い もの がで き る．皮膚 がか φ

　 い ．咳．瑞鳴，呼 吸困難．鼻汁が 多い ．くし ゃ み の 連

　 発，鼻づ ま り

結　果

　気 管支喘息児 166名 の 吸 入 性抗原皮内反応陽性数 お

よ び 揚性率を Table2 に 示す．ネ コ 毛 ， ネ コ 毛皮屑 ，

イ ヌ 毛 は そ れ ぞ れ 28名（17％），12名〔7 ％），22名 〔13％）

で あ っ た，

　radioallergosorbent 　test （RAST ）、　 sco τe　2 以上 の

陽性数 と陽性率 は喘息児101名中 ネ コ 57名 （57％），同

じ く92名 中 イ ヌ 15名 （16％ ） と ，
ネ コ で は イ ヌ の 3．5倍

に 達 した ．

　次 に IgE抗体陽性者 が ど こ で 感作 された か に つ い

て 検討し た ．喘息児で飼 い 猫の い る も の は 101名中 6 名

（6 ％），ネ コ の 飼育歴 の あ る もの 11名（11％），計17名

（17％） に く ら べ ，飼 い 犬 の い る も の は 92名 中 19名

（21％），イ ヌ の 飼 育歴 の あ る もの 1D名 （ll％）計29名

（32％）とイ ヌ の 方 が 多 く飼わ れ て い た 。飼 い 猫 の い る

もの で は 6名中 5 名 （83％）に lgE抗 体を有 して い た

が．飼 い 猫の い な い もの に も95名中50名 （53％） に 抗

体をみ とめ た ． こ の 50名中 ネ コ の 飼育歴 の あ るもの 6

名．親戚 ・知 人宅で の 接触 の ある もの 13名，野良猫と

接触が あ っ た もの 30名で あ り，接触歴 が 全 くな い の は

1名 で あ っ た ．

　 こ れ に 反 して 飼 い 犬 の い る もの で の RAST 陽性 率

は 19名中 5 名 （26％） と低 い に もか か わ らず、飼 い 犬

が い な くて も73名中IO名 （14％〉 に 感作が み られ，親

戚知人宅 で の 接触，野良犬 と の 接触は それぞれ 6 名，

3名 で あ っ た．

　次 に RAST 　score 別 に ネ コ お よ び イ ヌ の 接触 歴 を

換討 し た．飼 い 猫で ぽ score が高 い 傾向に あ り，6 名中

4 名 （6？％）が score 　4 を示 した 。イ s で は 飼 い 犬が い

て も score が 高 い とは 隈 らず，19名中 14名 （74％） が

score 　O で あ っ た ．

　視 点を か え て
．

IgE 抗瘁陽 性者 と陰性 者で ネ コ お よ

び イ ヌ の 接触歴 を み た ．ネ コ で は 陽｛生者 57名中 の 5 名

（9 ％） に ネ コ を 飼 っ て お り，イ ヌ で は 15名中 5 名

（33％）が イ ヌ を飼 っ て い た ．す なわ ち ネ コ で は イ ヌ に

くらべ て 飼 育以外 で の 接触 で も感作 され る 率 が 高 い ．

　ネ コ や イ ヌ と の 接触 に よ り呼 吸 器 症 状の み な らず眼

症状 や皮膚症状が生 じ るη m −13 ）こ と が知 られ て い る．

わ れ わ れ の 検 討 で も．何 ら か の 症状を示 し た もの が ネ

コ に つ い て 78名中28名 （36％），イ ヌ に つ い て 66名 中 13

名 （20％）あ っ た ．こ の うち 8 名は ネ コ と イ ヌ 両方 に

症状 を示 し た ．年 齢分布 は 14歳を頂点 に 8歳 か ら17歳

で あ り， 2 つ 以 上 の 症 状 を 示 した の が ネ コ で は 28名中

9 名 （29％），
イ ヌ で は 13名 中 5 名 （39％〉 あ つ た ．

　そ こ で igE 抗体 と臨 床症 状 との 関連 をみ た ．ネ コ に

つ い て は 呼 吸 器 症 状 を 訴 え る もの は RAST 陽 性 の も

の が 多 く，
こ の 中 に は ネ コ の 除去 に よ り発作 消失 ， 再

Table　 2Cases （percentage ）positive　to　intradermal　test　wlth

inhalant　allergens 　in　1｛｝6　asthmatic 　children

House　dUSt 148（菖9％） ∫物 ゴσfJ鰡 解 η ρ如 彦μ加
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 F18

（11％ 、’

α   ゴガ血 認配α zηε 5s（35％） Buckwheat 　chaff 　　　　　　　 ！ 18（11％
丶
ノ

那 ’ε   7 毎 絃 繍 丞 56（34％ ） Coc｝【sfoo ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　 ：

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 ：

1？（10％
’・！

Comm 。 n　ra 毅 veed 46．⊂28ラ6） Japanese　red 　p圭ne 　　　　　　　　　i 王5（ 9％ 〕
・

COUon 38（23％ ） c ・td ・・d・・　　　　 112〔7％丶’

Japanese　cedar

Caτ hair

月SPergr
’
ll“ s　famigatzas

C帽 o幼o毎聯 π 加 r加 η ごm

Dog 　hair

Buckwheat

Siik

32（19％ ）

28（17％）

22（13％）

22（13％）

22（13％）

22（13e．≦）

22（13％〕1

KaPDkJapanese

　black　pine
WOO 王

Japanese　hOP
Lesser　cattail

Feather

12（7％）

8（ 5％）

7〔 4％）

7（4％）

5（3％）

2（1％）
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 Fig. I, RAST  score  to cat  or  dog  epitheliurn,

 Leve}s of IgE antibodies  to cat  Nyere  inyestigated in 101 ys,  to dog, in 92
asth;naiic  chiidFen.  All was  in-patients, Numbers  of patients are  given in parenth-
eses  under  each  percentage.
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 Fig. 2. The  percentage of RAST  positive in
each  exposure  histery to cat,

 Exposure history to cat  -'as  investigated in 101
asthmatic  children  r.6 "'ith  and  95 "rithout  house
cat). Small circle  sho"'s  exposure  other  than  house

cat.  Numbers  of  patients are  given in parentheses,
RAST  positive is given b}; s]ash marks.
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Fig. 3, The  percentage  of  RAST,  positive in

each  exposure  history to dog.

 Exposure history to dog was  investigated in 92

asthrnatic  children  (19 with  and  73 without  heuse
dog), Small circ]e shows  exposure  other  than  house
dog, Numbers  of  patients are  given in parentheses.
RAST  positive  is given by slash  marks.
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　Flg．4、　 Associatioll　between　RAST 　 score 　 and

exp 〔｝sure 　history　to　cat ．

　 Numbers 　uP 。 n　the 叩 Per　bars　show 　total 　count 　of

patients　each 　and しmder 　bars　Chow 吃he　percentage
of 　exposure 　hisしory 　 separately 　by　RAST 　score ．

　嬲 ：exposure 　to 。wnerlesS 　Cat

　　　： exposure 　to　cat 　in　relatives ，

　 ■ ：house 　cat ．

　 矚 ：h｛story 　of 　house 　cat ，

　 L二」 ：nQ 　exposure −hlstory．

接触で 発作誘発 し た 典型例 も経験 し て い る．また ，

score 　4 で 症状 の な い もの は 13名 中 1 名 （8 ％）で あ っ

た が，score 　2 や 3に もか か わ らず症状 の な い もの が，

それぞれ 18名中 7名 （39％），20名中 11名 （55％〉あ っ

た ，イ ヌ で は 臨床症状を示す も の は 少 な い が，score 駐

の 百分率 で は ネ コ と同様 の 傾向を示 し た．そ こ で IgE

抗体陽性群 と陰牲群 で の 症状の 有無を比較 し た ，ネ コ

で は RAST 陽性群 50名中31名 （62％）が何 ら か の 症状

を示 し，13名 （26％） に 喘鳴 ・発作を み と め た ． イ ヌ

で は 喘鳴 ・発作 は RAST 陽性群 15名中 2 名 （13％） と

ネ コ に くらべ て 低 か っ た L ネ コ ，イ ヌ と も に RAST 陰

性に もか か わ らず何 ら か の 症状を示す もの が 20％前後
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　Fig．5．　 AssDciation　 between 　 RAST 　 sc   re 　 and

exposure 　history　to　do9．

　Each　bars　are　 shown 　in　the 　same 　 way 　as 　Fig．4．

み られ た ．

考 　案

　 ベ
ッ ト

， な か で もイ ヌ
，

ネ コ に よ る過敏症 に つ い て

欧 米 で は 多 くの 報告がみ られ る が，わ が国 で は 少 な い ．

1 つ に は 家屋構造，社会構造の 違い が考え ら れ る，最

近 こ れ らの 欧米化 とともに わ が 国で もペ
ッ トを室内で
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RAS 丁

（＋ ） （57；i

（15｝

　　国6）

9％ 〔5｝

5％（3）

岡一

喘息児に お け る 抗 不 コ ，抗 イ ヌ 正gE 抗体 と接触歴，臨床症状

RAST
（→ （441］

　 　 11％ （51

〔77）

13％

暫o％ 18〕

1％ 〔5）

2％ （1）

　 Fig．6．　The 　percentage　 of 　 exposul
’
e　 h1stOI）

，
　 Lo

cat 　 or 　dog 重n　RAST 　positive　or 　negative ．

　 The 　numbers   f　patients　are　giyen　in　the　parenth ・

eses．

　 ■ ■： hOuse　cat 　 or 　do9，

　 齲 ： history　of 　house　cat 　 or 　do9 ，

　 ：i三3 二 exposure ヒo　cat　or 　do9 玉n　 relatives ．

　 蘯鏨壅：exposure 　to　ownerless 　cat　or　dDg，

　 ［1二1 ； no 　 exposure −history，

飼 う機会もふ え，加 えて ペ
ッ ト ブ ーム に よ り気管支喘

息との か か わ りが 間題 に な る，

　わ が 国 で は イ ヌ や ネ コ を無責 任 に 捨 て る こ と も多

く，野良犬は捕獲 され る もの の ネ コ に つ い て は 放置 さ

れ て い る 、飼 い 猫 も犬 と異 な り隣近所を徘廻 し 排濳物

をまき散 らす．以上 の 理 由 に よ リ ネ コ や イ ヌ ，と りわ

け前老 に よ る 過敏症 は 今後 ふ え る 可能性 が あ る ．

　皮内反 応陽性 率 に つ い て は 報告者
7月 ゜ m ヌ止4 ’

に よ ワ異

り ， ネ コ 7 −27％ ， イ ヌ 1 −10％ で あ っ た ．今回 の 検討

で は ネ コ 毛，ネ コ 毛皮屑，イ ヌ 毛がそれぞれ 17， 7．

13％ で あ り，10年前 の わ れ わ れ の 報 告
1 ）， ネ コ 毛 0 ％，

ネ コ 毛皮屑 13％，イ ヌ 毛 1 ％ と趣 きを異 に し た た め ，

年度別 に 集 計 し て み た ．198 年 を 境 に ネ コ 毛皮 屑 と ネ

コ 毛 の 皮内反応陽性率 は 逆転 して い た，ネ コ の ア レ ル

ゲ ン 分析 に つ い て は Ohman 一
派 の

一
連 の 仕 事 が あ

り，majer 　allergen 　lt．　Cat 　a ｝｝ergen 　lisi−］9i’
，そ の major

source は 唾液 と い わ れ る．　 Ohman 以外 に よ っ て もそ

の 主 た る抗原性 ｛
・　’X　L
’OO−22，は 唾液 に あ る こ とが 指摘 され，

尿
『3 〕

に も抗原性 5 ある と い う，cat　pelt　IC　cat 　allergen

Iが 存在 す る の は gτ00m 三ng
！9］中 に ア レ

．
ル ゲ

．
ソ が
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　Fig．7、　 As30datiol／ betwcen　RAST 　score 　to　cat

epitheliuni 　 and 　 cllnicai 　 symptOm 宝．

　N ロ rnbers 　upoll 　Lhe 　uPPer 　bars　show 　tota［count 　of

patients　each 　 and 　under 　bar § 3hGw 　the 　percentage

of 　 clinical 　 symptoms 　separately 　 by　 RAST 　 score ．
NuH ユbers　of　patients　are 　over 】apPirlg 　ac （コoun ヒ，
Becau ．ge　somc 　paヒienτs　have 　m ・ re 　tha 冂   ne 　sy τnp ・

tom ．

　 口 　：　【10 　S）
「jllpton ユS．

　 嬲 ： skin 　symptom ．

　 Ll ；eye 　symptom ．

　■ ： respiratory 　 symptom ．

depositされ る た め ともい われ る．こ れ らの こ とを考

え あわ せ れ ば， ト リ イ の ア レ ル ゲ ン エ キ ス は ネ L’毛 お

よ び ネ コ 毛 皮盾 で あ り ，
ア ／V ル ゲ ン 液製造 に あ た i，

ロ ソ トに よ る 抗原 性 の 差 ボ 出 る こ と は i’分考 え られ．

る、

　10年 前，著 者 は ネ コ に っ い て ，皮 内反 応 闘値 と

RAST と は 有意の 相関 を み ず，そ の
．．・

致率 は 65％ で あ

る こ と．RAST 　score と Prausllitz・KUstner（PK ｝値

と は ヵ＜   ．eo5で 有意 の 桐関を み る こ と を報缶
71

し た ．

そ し て 皮膚に 沈着 し た 1gE と流 瘟 中 lgE とは 必 ず し

も椙関 し な い た め と考 え た が． ト リイ の 皮内反応 エ キ

ス iよネ コ 毛
．
また 1．よネ コ 毛皮盾を 用 い て お り Phadebas

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Allergology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Allergology

Ge

50

40

30

20

3
匚

Φ一
お
α

も

誓

3
§
Z

10

20

　

0
　

　
　　
0

　薦
『

　
　

　亡
0

乱
£
⊂

Φ
り」
0180100

上 田雅乃 他

　Fig．8．　Assoc 三ation 　betwee【1　RAST 　score 　te　dog

ep 致he旦ium　and 　c ！in｝cal 　s｝
・MptOMS ．

　Each 　bars　are 　shown 　in　the 　same 　way 　as 　Fig．7．

RAST 　kitの ネ コ epithelium と そ の 抗原性が 必 ず し

も同 じで ない こ と，更 に Ohman の 意見 に よ れ ば，そ れ

ぞれ の allergen 　source そ の もの に もF・E．geが な い iP　1ナ

で は な い ．

　 し か し な が ら ネ コ ア レ ル ギ
ー

に お ；づ
L
る RAST の 臨

床的有用 性
E｝T）：‘／’も指摘 され て お り、中村

25 ）は 喘 息児

422名中 ネ コ の RAST 陽性率は 16％，イ ヌ の それ は 105

名中 4 ％と報告 し て い る．わ れわれ の 報 告で は 抗 ネ コ

IgE抗体陽 ｛生率 は 57％，抗 イ ヌ IgE 抗体陽性 室 は 16％

と 非常 に 高率で あ っ た ．理 由の 1 つ は ，全 例施設 入 浣

児で あり，重症度 も高く， 多種抗原 に 陽性を示 す 児が

い た こ とが 考 え られ，名 古屋 大学附属病院分院 ア レ ル

ギ ー外来 に 通院中 の 瑞忌児49名に つ い て 検討 し た とこ

ろ，ネ コ 13名 （：26％），イ ヌ 1名 （2 ％）で あ っ た ．い

RAS τ

｛＋ ） く59｝

（15＞

回

匝

13％ （2｝

RAST

（
一

）　 （38）

（59）

363

（4）

（3）

7％  

　Fig．9．　 The 　percentage　of 　clinical　symptoms 　by

cat 　or 　dog　in　RAST 　pos主tive　or 　negative ・

　Nurnbers　of 　patients　are 　given　in　parentheses　but

overlapping 　account ，　Because　sorne 　patients　ha 、
「e

more 　than　one 　sylnptom ．

　 口 ：no 　symptorn ，

　 驪 ： str｛dcr　or 　asthma 　attack ．

　 齷ヨ： ocuiar 　or　derma1   r　nasal 　symptom ・

24％

（10＞
2296　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（26＞

17％
（18｝

（3）
了％ 1話

枦，の畠
二
：
：
：
：i：i：

：・1・：∴
’

’
 ：・：・

：・：・：・：・，
∴ ：・：・：・
：
∴
：
・
：
・昌

・’：
：
・
：
・
：
：

：
・：・：÷；

∵ ：：
’・
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・・：・：∴
∵ ∴ ：・

’
：・：・：∵ ：

‘■■■
：
・’・
：・：・
鹽

．・：・．∵ ．
∴   ：÷
・1・1・：・，

1％
G ）

Cat　　 Cat　 Dog
da∩der　 hair　 hair
−

　 　 1978− 1979

　 　 〔45　cases ）

Cat　　　Ca乏　Dog
dander 　ha 卩「　 ha 『

−

　 f98t − 1984

　 （to　 cases ）

　Fl9．廴O．　The　percentage　（cases ）　pGsit ｛ve 　to

inもrademlal 　test　with 　cat 　or 　dog 　 aUergens ，

ずれ に し て もイ ヌ に 対 す る IgE 抗体保有率は ネ コ に

くらべ て は る か に 低 い ．更 に 飼い 猫 の い る 場合 の 抗体

保有率は 6 名中 5 名 （83％） と飼 い 犬 の い る場 合 の 19

名中 5 名 （26％） に くらべ て 高 く，し か も ネ コ で は

score も高 い 傾 向に あ っ た ，ネ コ で は 飼 育歴 ， 親戚 や知
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％

鋤

moo

僻

喘息児 に お け る抗 ネ コ ，抗 イ ヌ IgE 抗体 と接触 歴，簸 床症状

64％
〈31）

野 ll幣
18％
（9）

2％
（1）

RAST 　 score0 1 2 3　　 　 4

Fig　 l1．　 RAST 　score 　to　cat 　er　dog　epithelium ．

　Levels　of 　IgE　antibodies 　to　cat　or 　dog　epitheiium

were 　investigated　in　49　asthmatic 　children ，　All　was
out ・patients．　 NtHnbers　of 　patients 　are 　given　in
parentheses　under 　each 　percentage．

人 宅，野良猫 と の 接触 に よ っ て も感作さ れ る 可能性 が

強 い ．感作 は抗原性の 強さと個体の 抗原選択 の 素因 に

左右 さ れ る こ と を考え れ ぽ，ネ コ は よ り抗原性 が 強 い

こ と が示唆 され る．イ ヌ に くらべ て ネ コ で は よ り感作

され や す い こ と は す で に 指縛
2）25｝

され て お り，ネ コ は

室内や べ
・ ドル

ー
ム な 乙 子供と もよ り親密な関係 に

あ る た め と もい わ れ る．ネ コ の 唾液に 主 な抗原性 が あ

り， 尿 に も抗原性がある の な らば，加 えて 抗原性 も強

い の ならば．個体 に 素 因 さ え あ れ ば飼 い 猫 だ け で な く ，

容 易に感作が成立 す る もの と考え る．日本で は イ ヌ は

戸外 で 飼 わ れ る こ とが 多 い が、近 年 室内犬 もふ え て き

た．今 回 は 抗 イ ヌ IgE 抗体陽性者が少 なか っ た た め 室

内犬 と戸外犬で 感作を比較 す る こ とが で きな か っ た．
S．コ や イ ヌ に lgE 抗体を も つ も の の ほ と ん どが，

house　dust（HD ）に 対 して も RAST 陽 性 を 示 した が
，

HD と ネ コ と の 共 通 抗原性 に つ い て は RAST 中和 試

験陰性 で あ っ た
7〕．室内 で ペ ッ トを飼 う場合，そ の 抗原

がそ の 家 の HD に 混 じ る こ と か ら，飼 い 猫 や 飼 い 犬 の

い る 家庭 か ら HD を集 め て ア レ ル ゲ γ 液 を作製 す る

ならぽ 中和試験陽性 に な る と考 之 られ る．

　抗ネ コ お よ び 抗 イ ヌ IgE抗体 と 臨床 症 状 の 関係 で

は
， 呼吸器症状 を訴 え る もの は ネ コ 20名中16名（8 ％）

が RAST 陽性を示 し た の に 比 し，イ ヌ で は 1 名中 4 名

（40％） と その 陽性率 は 低 か っ た ，ネ コ で は score 　4 の

もの 13名中12名 （92％）が呼吸器症状 の 他何ら か の 症

状を示 し た が ，イ ヌ で は SCQre 　4 は i 名 の み で あ っ た．

IgE 抗体陽性 で も無症 状 の もの が ネ コ で は 50名 中19名
（38％）．イ ヌ で は 15名中 7名 （47％） で あ り，醒 体側

の 感受性 ， 臓器 の 感受牲 の 問題が考え られ る．す な わ

ち，抗 ダ ニ 抗体 を有し て い て も必 ず しもダ ニ に よ り喘

息発作を起 こ す と は 限らず，気道過敏性 が 背景 に あっ

て は じ め て 発作 が 起 こ る の と 同様 に 考 え た い ．逆 に

IgE抗体を有 し て い な い に もか か わ らず症状を示す も

の が ネ コ て は 38名中 7名（1896），イ ヌ で は 59名中 12名

（21％）み られた，RAST に ｛吏用 し て い る ネ コ お よ び イ

ヌ の 抗原 が真 の nlajor 　allergen で な い こ とに 問題が

あ り．ま た IgE 以外 の 抗体 の 存在 も否定 は で きな い ．

症状出現 の 有無 は 誘発試験 に よ っ た もの で な く，家族

に 対する質閇用紙 に よ っ た た め症状 と ネ コ や イ ヌ と の

因 果関係 が 必ず し もす べ て 正 確 と は い い が た い こ とも

一
匳 と考え る．

　家屋媾造 の 欧米化 と ペ
ッ ト ブ ーム を考え併せ れ ば．

ネ コ や イ ヌ に よ る ア V・ル ギ ー
は 日本で も今後 ふ え る 可

能性 が あ る．

　1965年す で に 中 山
5 ｝が指 嫡 し た よ うに ， ア ト ビ ・一素

因 の ある もの は イ ヌ ，ネ コ に 過 敏 の も の は 勿論，現在

過敏 で な くて も将来感作 され る 可 能性 があ り，特 に ネ

コ に つ い て は こ れ を避 け る べ き と 考え る ，ま た
， それ

ぞ れ の 抗原性 に つ い て の 検索が すすめ られ，major

allergen を用 い て の 診断が され て い くべ き と考え る．

　本 論 文 の 要旨は 第23回 日本 小 児 ア レ ル ギ ー
学会に お い て

発 表 した，
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IgE ANTIBODY,  HISTORY  OF  EXPOSURE  AND  ALLERGIC  SYMPTOMS  TO
CATS  vs. DOGS  IN ASTHMATIC  CHILDREN

     Masano Ueda and  Hideko Iguchi
Department of Flediatrics, Nbtionat Chtibu Hbspiiat

   We  investigated intradermal test, levels of IgE antibodies,  history of ex  posure and  ailergic symptoins  to cats  vs.

dogs in asthmatic  children  (7-l7 years o]d) who  have beeR treated in Natlonal Chabu Hespital for a long time.
   The results  were  as follows.

   1) The  rates  of positive intradermai tests for cat or dog hair and  cat  dander were  l7%, 13% and  7%
respectively.  Those fer cat  hair and  dander were  reversed  after  198e.

   2> About twice as  many  dogs as  cats  were  kept, but the rate  of  positive RAST  te degs was  lower (15192:16%)
than  that to cats  (57flOl:57%),
   3) 83% (516) ef  the asthmatic  children  who  kept cats  had positive RAST  as  opposed  to 26%  <5f19) of those who
kept dogs.

   4) 53ffi of the patients who  did not  keep cats had pesitive RAST, So we  suggested  they were  sensitized  with

anotherexpasure.

   5) 62% <3Y50) of the patients who  showed  positive RAST  to cats  had allergic  symptoms,  and  26'% (i3150) had
stridor  or asthma  attacks  after  exposure  to cats  as  epposed  te l4% (2!14) of  those  who  showed  positive RAST  te
dogs,

   6) In future, case  of cat oT  dog allergy  may  increase in japan. We  should  research  their antigenlcity  and  use

the maior  allei:gen  of them.
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